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陸 a 白爪隊 Tは6;;中の実弾村撃を

次のとお り(-j¥，、ます。

ヲミL市場所 池田射撃場

実施日程 1 日 ~8 日、 10 13 、 . 22 日 、

24日ー26日、5月31臼 (庶務課)

(355号)

聞酒蝿躍嘘彊

( 4月末r!現。)
liiJ Jj Lt 

人 1:J 54.664 (ト81) 
‘男 26.090
i女 28.574
世情数 1 Z .177 (十28)
転入 911 出生 日
転 tl897 死L 29 

問Ha初日年4月l2日第三種却便物認可・毎月 j回1日.10日.20日発行
国先行所大付市役所圏11J制所つじ印刷所・定 価l'部 5円

道悩鋭縦揺ド…半面、ご髭γ斜舗省肖通貨準益誘
、'̂ íftl~m\パ ~1tX苧1前冗明言子
大村市告示第 40号

地方自治法示244条才l項及び大村市財政事情説明書の作成
及び公表に関する条例才2条の定め ると ころによ り大村市
の財政事情を公表いたしま す。

昭和 38年 5月 1日

大村市長 大村純毅

ま えがき

本市の財政事情を市民の皆さんにお知らせするために毎年2
回の公表を行なって お ります。今回では昭和37年度 r下半期(昭
和37年10月1日から38年 3月31日まで)かふ ~うに運営され
ているかをお知らせする とともに、みなさんの市財政事情にた

いするご理解をいただき本市行政の円滑 なる運営と市勢発展の

ためにいっそ うの ご協力をお願 し、する次才です。

昭和 37年 度 一 般会計 歳入 歳出予算(最終)
(単位千円〉

成 入 科 目 |構或比 l山顔 蔵 入 件 目 |構成比 |支出済額
初 |追加頁lEI最 終 初|追加更正|最 終

市 税 153.447 16. 805 170.252 13，93 4 169，409 議 ~ 費 13. 493 ];;9 14.232 1.，M I 13.958 

町l司村令提助成供交市ぷ付金等lif，在di Z. 925 744 3， 6 69 0，4 3， 66 9 市 役 所 費 103.835 13，931 117，166 13. 8 114.082 

地方 交 {す 税 114.512 31，712 141I.234 i 7. 1 146，234 消 防 費 6. 930 L G35 日，565 L1 6.326 

公営企業及び財産牧人 50，217 24.1Z3 74.340 8.7 34. 04 8 土 木 費 79，473 57.519 136，992 16.0 92.139 

分 J日企及 び 負担金 10.244 7. 758 17.982 2.1 8.986 教 育 費 54.533 41，681 96，220 1 J， 3 24.889 

使用 料及び手 数料 16. 769 310 11.099 2.0 16.888 社会及び労的施設費 1l3.116 10.447 123.563 22.7 179.9Z7 

国 .，巨 支 出 金 1 ~ 5 .41 i 86. 140 222.151 26.0 153.813 保 健衛 生 費 13.4o1 2，463 15，930 1.9 13. 410 

県 支 出 金 11.525 34.686 5LZ11 6，1 25.356 産 業経 済 費 49.579 78.397 127.976 15，0 7Z，891 

'，，'f Iナ 金 604 10.198 10.802 1.3 7. 902 財 産 費 25.299 16.472 i 1. 711 4.9 9.37Z 

繰 入 金 1 .000 20 006 Z 1. 006 2.5 統計調 査 費 11 6.9 140 一 131 

映 }越 金 一 10.835 10.836 1 .3 11. 31.， 選 挙 費 3.188 646 3， 834 O. 4 3. 760 

雑 牧 入 29. 1 40 10.195 39.935 4.1 33.392 ノふ九J、 償 費 61.413 724 62.137 7.3 62.375 

市 イ賞 11.600 55，700 67.300 1.9 L 900 3昔 支 出 f1i: 8.311 15，912 24.223 2.8 17.956 

予 備 費 686 400 1，086 o 1 

災 害 応急 費 ー 8.38Z 8，382 1.0 8，1L5 

歳 入 計 543 .394 310.423 853.811 100.0 513.97Z 歳 出 言1- 543.394 310.423 853.817 100.0 669，350 I 

この表は 3月31日現在の収入済額及び支出済額であり 歳入が少ない治もな原因は園、県の補助金等の未収入で今後4月、 5月に沿いても収

入されることに在ってゐります

昭和 37年度特別会計歳入歳出予算(最終)
(単位千円)

会 計 別 初|追加更正 |最 終 I牧入済額 I牧入 歩合%1支出済額 I支出歩合ガI差 引 |

モータ?ポ ト競走事業費 106.531 682.956 671.915 576，425 98 625，835 92 46，140 

国民健康保険事業費 138.275 69，060 207，335 141.835 68 191.935 93 ム 50，100

/ふ又λ 益 質 屋 費 11 . n91 ? 01 11 ，292 8，594 76 8.051 71 

宮、 と 畜 場 費 115 131 t) 3 ~ 100 107 521 173 

i畑 {~: 句可ぷ人、， 良 事 業 費 920 E 2 I 389 42 583 6~ d。 1 9 4 

計 7l7.166 116.029 903，195 8i3.493 8l6.931 Ll 3. 438 

この表でゐか りますようK当初予算に比べると 3億1.000万円ふえてい

ますがiそのj、要は土木災害復旧費3.500万円 学校附築費 3.300万円

生活的1護費4.700万f1J 公営住宅建24費2.500万円 農林災害向!日費5. 5 00 

万円、庁舎敷地造成費800万円、 他会計への傑出金600万円、災害応急資8

00万円、モの他となって沿ります。

;沙uc敢J11子算を制4質別K表tすと右のようKなり す。
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昭和38年度一般会計当初予算しらべ
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教育費
63.846 7.4% 

税市

177.613 

20.7% 

固有提供交付金

3.669 0.4% 地方交付税

125，850 

14.6% 

分担金及び負担金
7，485 0.9% 

公営::;[業及び財産収入

6'1. 357 7.1 % 

保健衛生費
14，238 1.7% 

社会及び
労働施設費

199.763 I 
23.2% 

財産費
25.712 

選挙費
4，207 

3.0% 

0.5% 

統計調査賛
105 

詰支出金

21. 068 :2.5% 
予備費
981 

28.7% 

県

産業経済費

110，742 
19.9% 

出

公 償責
46.458 !i.4% 

歳

使用料及び手数料
1-7.918 2.1% 

国庫 支 出 金

246.438 

ノ¥

立L支 出
114，763 
13.4% 

寄附金繰入金
12，937 1.4% 

3.7% 
雑収入
31.636 

60.000 
債
7.0% 

入歳

市

昭和38年度特別会計予算
3. 31現在)(昭38.

(単位千円)

会 計 。g 昭当和初37予年算度 増 減 〈ム〉

モーターボート競定事業費 661.113 576，H5 84.&88 

国民健康保険事業費 189，004 138，l75 30，129 

1} 益 質 屋 費 11.091 11. 091 一

と 畜 場 費 549 455 14 

畑作改良事業費 1. 095 9Z0 115 

計 制2.852 14Z .B5~ t 15.686 

(自昭37、10、D
至昭38、』、 31J

4・J¥ 一時借入金しら

借入年月日 借 入 先 借入 金 額 示Ij 率 償還年月日

37. 8.15 垂E 政 省 15.000.000 日歩1銭BA{ d7.11.15 

37.11.15 大 蔵 省 15，oro.Ovo 〆f a. 1.14 
M 垂E 政 省 15，000，600 が 38. 3 15 

38. 1.16 大 蔵 省 15，000，000 〆ノ 38. 2.28 

38，1.16 重F 政 省 11.000，000 M 起債前借

38， L 1 親 和銀行 4.000，000 日歩1銭5虚~ 38. 3.15 

N 十 八 銀 行 4.000，000 11 11 

38， r.Zl 大 蔵 省 15，000.000 日歩1銭B厘 38. 3.tZ 

38， 2.28 親和 銀 行 10，000，000 日歩1銭5厘 38. 4. 1 

11 十八 銀行 10，000，000 N M 

38，3.15 親和 銀行 7.500，000 J〆 N 

11 十八 銀行 7.500.000 11 11 

11 wr~ 円〈 省 2 300 000 !少~ ;~ ~庖 .fl! fN OiJ f庁

H 
11 Z. 900. 000 11 ，〆

~8. 3，ZZ 親‘和 銀行 7.500.000 日歩2銭6厘 38. 4. 1 

N 十 八 銀行 1.500.000 H N 

3.006円

10.0ω円11;0・0円 12.000円 13.000円 14.0∞円

2.000円
』

2.2ω 

2.543 

2.718 

f・3，079

3，212 

市税の住民負担の状況

1.000円一人当り

38年

34年

35年

36年

37年

38年

36年

37年

一
世
帯
当
り
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大村市有財産総括表

種 gU 数 量 価 格 備 考
一一=ι4一一 ... ..~ ゐ"

1.施 設 敷 地 156.359坪91 l08.353.Z51円

L 建 物 Z3.239.坪41 461， 183.2 56 

3.工 作 物 H件 108.241.688 

し船 舶 4隻 1.183.450 

5. !経 輔 灯台 1.954.800 

6.崎 械 器 具 63台 11.600，888 

1.山 林 そ の 他 1. 81Z， 980坪zq l1Z，68I.l97 立木及び溜池、墓地、雑種地を含む

8，基金及び積立金 5件 59，100，129 親和外預金、電話憤

9. 出 資 金 1件 Z，6H，000 

10，財 産 権 1件 6，214 

lJ，電 話 加 入 権 84口 1，689，700 
Jロ~ 計 1.035，802.119 

昭和37年度後期大村市水道事業業務状況報告書

1 事業の概況

清純な水質と豊富な水量に恵まれた本市水道事業は文化の発達とともに給水量もf次増加

し順調在進歩を示し 健康な日常生活と公衆衛生の向上に重要注役割を果して~. )ます。

現在の給水区域内の給水戸数は 3 月末日で5 . 936戸となり前年度の 3 ~月末日忙比し330戸の

増加でその 普及率は55%忙在っております企業の経営につきましては最近の急激なる物価

の値上りとそれに伴う人件費の膨張により相当に苦しい運営でありましたが、弾力的な経

済性の発揮とともにサーピス面には常に ここ ろがけ努力いたしまして独立採算の経営を行

なっております。本年度後期の事業執行状況はつぎのとおりとなって治ります。

後期の事業執行状況
給水関係工事

区 分 10月 11月 12月 1月 1月 3月 十
新 設 工事 w開 n LLi 11 11 24 121. 
増設変更工事 24 13 16 14 ~4 97 
修繕工 事 77 55 87 24 111 86 657 
漏水修理 289 203 210 511 313 269 1.855 
計 412 298 334 829 455 403 2，731 

2 経理の状況
後期の経理につきましては別表のと治りで物価の上昇

に伴う費用増大により非常陀苦しい状況であ bます。

3 企業債及び一時借入金の現在高
昭和31年度末K~ける企業の総額は別表のとゐ b であ

りますが、これらはい十れも建設改良工事費用として

借 b入れたものであります。

な治一時借入金はあ bません。

配
水
量
表

l実 分 配水量 一日平均配水量 備~
10月 200，669mB 6，473 m8 給水

3
人
1，口047 

11月 178，51Z 5，950 

a月 t11，648 6，827 

1月 201，439 6.498 

t月 144.l35 5.151 

3月 5，H7 

計 2，2.1. ~no 6，144 前期6，Z41nf 

建股改良工事

城の尾取水施設災害復旧工事

=!i 118.000円

配水管布設替工事

大上戸川沿鰻

rBB.OOO円

昭和 37年度大村市水道事業会計予算執行状況表

7.J 備 考区
当初予算額|追加増減ゐ額 |予備費流用額| 費目流用額|合 計

ハ肱益的牧

第一款水道事業牧益 38，301.994 Z，560，093 40，86L087 40 ，6Z0. 778 

第一項営業牧益 38，ZZ8.l44 d. 3.892.907 34.335、337 30，899，286 

第二項営業外牧益 73，150 6，453.000 6，526，150 6 ，1Z 1~4 9l 
入

dロ~ 計 38，301，994 2，560，093 。 。 40，862，087 40.620，刀8

益的責) 牧出

第一款水道事業費用 38.301，994 2.560，093 40，862. 087 38.134.80Z 
第一項営業費用 30，520.651 4，822.047 50，000 35，392.698 32. 648，061 

第二項営業外費用 6，981.343 d. 1，511954 5.469，389 5，486.741 

第三項予 備 費 8uO，000 /)，. 150，000 d. 50，000 
IロL 計 38，301.994 2，560，ω3 。 。 40，862，087 38，134，802 

資 第一款 資 本的牧入 77，000，100 77 ，0001 00 17，000，000 
資本的夜入額が資本的

み的; 第一項企 業 f責 17 ，000，000 17 ，000 ，000 17 ，000 .000 
ーー支出に対して不足する

入収
第二項回定資壷売却代金 100 100 額上761，607円は当年
4E5ヨh 計 77.∞0，100 O O O 77 ，000.100 77.000.100 度分損益勘定留保資金

的支ハ賢本

第一款資 本的支出 80，742.891 80，742.891 80，761. J7 
2.600.000円及び引続
貯蔵品1，161.607円で補

第一項 建設改 良費 78，934.500 500，000 79，434，500 79，453.[16 てんするものとする
第二項企業債償還金 1，308，391 J 1，308.391 1.308，391 

出
第三項予 備 費 500，000 乙h 500.000 

iョL 計 関， 742 . ~91 。 O 80，742，的1 80，761，607 
ー

企 業 債 明 細 書

先 I 発行年 j~ 日 I 発行総額 I当年度償{還賞選高11 d1l賀 高累計 I未償 還残高 I発行価額起 {責 目 入 償還終期

上水道施 設事業 費 大蔵省資金運用部 沼23，6，30 700，000 54，906 468，378 261. 62 Z 11 100，000 1分O厘 昭 4-Z，3.1

上水 道拡張事 業 11 7. 8， 3，31 10.000，000 890.757 1 ，581 ，97. 9 8418，071 10，000，000 6，5 1/ 43，3.1 

il上水道事業ダム分担金 ノ/ 36，10.30 20，000，000 362.728 362. 728 19，637.272 20，000，000 日.5 61 .2，1 
〆ノ 公営企業金融公庫 ~ 7， 5.31 15，000，000 15，000.000 15.000.000 7.4 1/ 52，3.20 
11 大高省資金運用部 37. 5，31 62，000，000 62，000，000 6 ~ .000.000 6.5 〆~ 62.2.1 

s 計 107，700，000 1 308，391 2，383，035 105，316，965 107，700，000 

」ー回一一
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ま

し

た

。

と

く

に

、

十

五
J
未
満
、
六
十

日

こ
の
日
本
脳
炎
の
も
っ
と
才
以
上
の
人
が
か
か
り
ゃ
す
い

も
効
果

!
な
予
山
方
法
は
予
防
の
で
、
必
十
接
種
を
う
け
て
く

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
市
だ
さ
い
。

で
は
六
月
上
旬
に
予
防
接
種
の
ム
申
込
要
領

受
け
ま
し
ょ
う

り大村市政だよ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
新
人

以
手
の
募
集

〈事
業
課
〉

ク
交
通
事
故
4
が
増
え
て
い
ま
す

つ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

-z=====
==========================・2==ZEE-=・============Ez--====-zz====z

・

凶

刷

州
制
内
で
の
事
故
ハ
一
月

t
四

月

)

…

川

昨

年

二

十

七

件

川

…

今

年

六

十

一

件

川

三

======-====22z======z-=========ε============・
=======-z======z-=FFam----E

車
を
選
転
す
る
と
き

ム
歩
道
の
な
い
道
路
で
は
、
右

は
し
を
通
る
。

ム
横
断
す
る
と
き
は
必
ら
や
右

・
左
を
た
し
か
め
て
か
ら
通

る。

ム
人
の
命
左
大
切
に

ム
冷
静
沈
着
に

ム
規
則
ど
お

D
の
運
転
で

ム
が
と
き
H

と
H

と
こ
ろ
H

の

譲
り
合
い

ム
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば

必
十
モ
こ
を
通
る
。

ム
車
の
す
ぐ
前
や
、
す
ぐ
後
を

横
切
ら
な
い
。

歩
く
と
き

(
保
険
衛
生
課
)

自
転
車
に
の
っ
た
と
き

ム
道
路
の
一
番
左
は
し
を
は
し

る。

・

ム
信
号
を
良
〈
守
る
。

ム
左
・
右
に
曲
が
ろ
う
と
す
る

時
友
ど
に
は
必
十
手
の
合
図

を
正
し
く
す
る
。

ム
せ
ま
い
道
か
ら
広
い
道
へ
出

る
と
き
は
、
右
、
左
の
安
全

を
確
め
る
。

ム
歩
行
者
が
道
路
を
横
断
し
て

い
る
時
は
モ
の
人
が
安
全
に

通
れ
る
よ
う
一
た
ん
止
ま
る

ム
二
人
乗
り
や
手
放
し
運
転
な

ど
あ
ぶ
な
い
乗
り
方
は
絶
対

に
し
な
い
。

川

出

納
閉
鎖
前
に
税
金
の
納
入
を

州

五
月
は
昭
和
三
十
七
年
度

の
出
納
閉
鎖
期
(
決
算
)
川

川

で

す

。

，

川
税
金
を
何
か
の
都
合
で
ま
だ
納
め
て
お
ら
れ
な
い
方
は
川

川

早

自

に

納

入

し

て

く

だ

さ

い

。

(

税

務

課

)

以

v
o
t
o
k
1
1
t
o
g
O
A
O
A
"

一
一
日
時
、
場
所

山

駅

前

通

り

に

ア

ー

ケ

ー

ド

明

五

月

一
干
八
日
竹
松
出
張
所

ー

叩

一

一

県

下

で

二

番

目

・

長

さ

百

三

十

八

メ

ー

ト

ル

川

五

月

二

十

九

日

松

以

公

民

舘

わ
五
月
三
十
日
西
大
村
出
張
所

一
き
る
四
月
二
十
六
日
に
?
刻
l
ぽ

通

D
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成
し

川
五
月
三
十
一
日
大
村
保
健
所

ψ

ね
て
竣
工
を
急
い
で
い
た
大
ま
し
た
。
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
乍
一
時
間
は
、
い
や
J

れ

も

午

前

十

時

ー

一

村
中
央
商
庖
街
協
同
組
合
の

全
長
百
三
十
1
メ

ト

レ

、

幅

一

"

伝

弘
病
の
時
期
と
な
っ

て
来
ま
し
た
。

ノ

l

J

程

d

J
午
後
一
一
時
ま
で
。

リ

溜
靖
暗
唱
d
圃
E
E
能
率
沼
通
六
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
六
・
五
メ

叩
登

録

料

と

検

便

料

先

月
も

Z
表
の
と
治
り
伝
染
病
が
市
内
で

繋
殺
鴻
込
山
噛
満
潮
繍
潮
騒

l
ト

ル

、

総

工

費

千

四

十

万

円

市

発

生

し

て

い

ま

す

。

今

か

ら

訪

れ

る

真

夏

〈
誌

:

凪

霊

理

能
締

塞

叶
登
録
料

百
円

況
感
J
ーに
鯛

悶
綴
舗
機
離

の
立
派
!な

も

の

で

、

県

下

で

は

叩

の

炎
天
に
も
び
く
と
も
し
な

い
体
主
作

D

J
W
妥当
ハh
酪

dγ
脚欝

u

ト
検
便
料

一
人
五
十
円

雑

菌

勝

舗

長

崎

市

K
つ
い
で
二
番
目
の
ァ

Z登
録
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
日
々
を
健
康
で
す
ご
す
よ
う
つ

ぎ
の

vE

dh-マ
閉
池
沼
温

潤
滑
臨
機
幽

1
ケ
1
F
で
す
o

d

が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

供
!
:照
陶
酔
む
臨
酔
都
臨
臨
膨
脳
細

m
m

く
だ
さ
い
。

W
ぬ

繍

瀦

綱

脳

繍

醐

市

で

は

建

設

資

金

む

一

部

三

(

保

険

衛

生

課

)

注

意

事

項

も

史

認

円

盤

盤

無

利

子

言

付

け

る

条

例

を

=

一

…

.

睡

眠
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

トヶバ唱
団
約
一脇

被

持

灘

関

脇

麟

月

議

会

で

決

定

し

ま

し

た

の

で

恥

圃

食

べ

す

ぎ

、

飲

み

す

ぎ

を

つ

つ

し

み

ま

》

謀

総

繍

織

機

闘

機

機

こ
の
ア

l
ヶ
l

F
は

こ

の

条

例

ル

年

金

-

号

、

け

る

人

は

し

よ

う。

一昨一
義

務

翠

醤

顕

欝

の

適

用

を

う

け

る

才

一

号

と

な

和

国

ハ

ェ

、

蚊

、

ゴ

キ

ブ

リ

(

油

虫

〉

の

発

vw脳
協
劇
蝉
醐
隣
b
ま
す
。

r

所

得

の

届

出

を

生

源

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

。

観
樹
税
対
総
政
組
繍
隣
幽
湘

緬

網

棚

(

商

工

水

産

課

)

一

…

老

令

、
障
害
、
母
子
福
祉
年
国
生
物
や
、
生
水
は
絶
対
に
さ
け
ま
し
ょ

車
-燃
日
村
山町U

汁
叫
川
協
際
眠
繍
閣
凋
調
練
繍
棚
田

ji

、
川TB
霊

祭
E

3

3品
目

2
3
4，
3
AW金
を
受
け
る
人
は
、
毎
年
前
年

ぅ
。

の
所
得
に
つ
い
て
の
届
出
を
し
用
便
後
ま
た
は
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
は

企

業

振

興

資

金

を

融

資

①

貸

付

機

関

親

和

、

十

八

、

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

に

な

消
毒
水
で
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

申
し
込
み
期
限

5
月
刊
日
九
州
相
互
、
長
時
相
互
、
西
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
出
を
し
圃
寝
び
ゾ
ん
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

市

内

中

小

企

業

者

の

経

営

合

九

州

信

用

金

庫

各

支

盾

て

い

友

い

人

は

い

ま

す

仁

国

民

ょ

う

。

(

保

険

衛

生

課

〉

理
化
に
必
要
注
資
金
の
融
資
を
②
申
込
場
所
大
村
商
工
会
議
ヰ
金
証
書
と
印
慌
を
持
っ
て
最

!
E
L
-
-
:
J
J
1
e
E
f
-
-
-
j
ノ

1
j
}、
J
3
h
i

円

滑

に

し

と

く

に

独

力

で

金

融

所

と

各

金

融

機

関

寄

・り
の
出
張
所
か
福
祉

事

務

所

川

明

肘

成

け

問

問

船

機

関

か

ら

の

融

資

を

受

け

る

こ

③

利

率

日

歩

一

一

銭

五

厘

、

保

二

出

か

け

く

だ

さ

い

。

付

的

臥

械

棚

祁

糊

師

繍

と

の

困

難

な

業

者

を

対

象

と

し

証

料

五

厘

以

内

こ

の

届

出

を

し

て

い

な

い

と

ノ

納

つ

め

分

付

に

て
、
つ
ど
要
領
に
よ

b
融
資
④
申
込
期
限
五
月
二
十
八
日
九
月
六
日
か
ら
支
給
さ

れ

る

福

引

い

町

肘

州

特

時

哨

。
バ

の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
ま
で
。
〈
商
工
水
産
課
〉
社
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
還

得

れ

結

日

分

で

い

し

で
必
や
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
醐

明

川

恥

附

抑

H

m

ゅ
・

(

福

祉

事

務

所

)

を

税

カ

減

は
ホ
J
M
く

他

い

民

税

は

〉

付

月

て

の

さ

税

県

得

た

く

納

6

し

そ

だ

民

人

所

ま

除

、

ら

出

書

く

県

個

の

除

陥

れ

か

提

晴

τ

人

の

分

控

人

さ

日

て

申

せ

個

渡

年

額

た

額

1
あ

額

合

安

年

目

私

つ

減

月

長

減

い

E
幻

で

の

な

が

出

市

希

同

洋

和

た

税

く

税

で

を

な

へ

γψ

昭

か

得

在

民

の

書

課

令
は
と
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
日
五
月
二
十
五
日

受

講

料

不

要

講

師

山

本

誠
之
先
生
(
大
高

教
諭
)

修
了
者
に
は
修
了
証
書
を
授

与
し
ま
す
。
ハ
教
育
委
員
会
)

'"' .. 
= 
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ム
曲
角
や
急
な
下
b
坂
は
ス

ピ
l
ド
を
落
し
て
進
む

一
と
く
に
学
校
の

一

行
き
腸
リ

一
@
忘
れ
物
な
ど
を
し
て

一
あ
わ
て
て
登
校
下
校
し

一
な
い
こ
と
。

一
@
線
路
や
踏
切
の
近
く

一
で
遊
ば
な
い
こ
と
。

一
@
ゐ
使
い
な

E
は
、
安

一
全
な
道
を
通
っ
て
行
く

一
こ
と
。

一
@
友
だ
ち
が
あ
ぶ
な
い

一
所
で
遊
ん
で
い
た
ら
庄

一
意
し
て
や
る
こ
と
。

食
品
販
売
業
者
は

魚
肉
ね
り
製
品

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類

豆
腐
・
豆
腐
加
工
・
ご

ま
豆
腐

菓
子
類

と
こ
ろ
で
ん

・
か
ん
ぎ

ら
し

ロ

病 4 I:j発生 累千十

1月'-:'4月

l r. 20 "， 
7名 15る

11名 35名

量
録
と
検
便
を

二二 ノ、

臨 鯖軍曹踊

一
該
当
す
否
食
品

魚
介
・
鯨
肉
類

加
工
品

そ
の

ホ

イ

名

，¥ミね l:flfij

'J ;~I ;j '"* l;ili !ii 
言十

病
気
に
負
け

'ω

体
を

日付・

わ
正
レ
ょ
う

水
道
週
間

2
ハ
月
三
日

l
九
日
レ

.c;::#o 

水
道
政
備
の
診
断
や
苦
情
は
気
が
る
に
相
談
を
。

水
道
局
で
は
水
道
に

つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
つ
ぎ
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

-
#ノー
ビ

ス
カ
l
の
巡
回
。

圃
給
水
栓
は
半
額
で
取
替
0

・
坂
口
神
水
場
を
開
放
。

ご
希
望
の
方
は
六
月

一日
ま

で
に
大
村
保
健
所
に
問
い
合
わ

せ
て
〈
た
さ
い
。

調
理
師
試
験
と
予
備
講
悶

が
聞
か
れ
ま
す

c:>>・・四...a:=・

ハ
水
道
局
)


